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第42回国公女性交流集会 日程（案）

５月１９日（土）＜全体会＞ ５月２０日 （日 ）＜分科会・全体会＞

12:30 開場 8:45～ 9:00 受付

13:30 開会 9:00～11:00 分科会

14:00 記念講演 後藤 宣代 先生 ①組織強化

フクシマと「オキュパイ・ウォールストリート」 ②母性保護

- 女性がつながり、世界を変える - ③公務員制度等

15:30 休憩 ④放射能と食

15:50 基調報告 ⑤ハンセン病について

16:10 職場・地域からの報告 11:00～11:15 休憩

17:15 全体会終了 11:15～12:00 ＜全体会＞

18:00 夕食・単組交流会

※ 分科会のテーマ等については、裏面をご覧下さい！

５月１９・２０日、讃岐

「こんぴら」で皆様にお

会いできることを楽しみ

にしていますっ！！

讃岐弁で”うどん”のことを

『ぴっぴ』（うどんの赤ちゃん

言葉）ということから名付け

られました。
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分科会テーマ・内容等

①「ともに働く仲間とつながろう」 助言者；橋本 恵美子さん（国公労連女性協議長）

→ 同じ仕事をしていても待遇は別。制度があるけど使えないってどう？

誰もが人間らしく働くために何をすべきか考えましょう。

②「自分らしく働くために～ライフサイクルと女性の身体～」
助言者；大村淑美さん（元医労連副委員長)

→ 元気に働き続けるためにどうすればいいの？ いくつになっても健康は大事。

母性保護の権利の歴史を学び、いきいきと働きつづけよう。

③「考えよう、私たちの働き方」 助言者；宮垣 忠さん（国公労連中央執行委員長）

→ 地域主権改革で職場がなくなる？

労働基本権回復で自分たちでホントに労働条件が決められる？

議員立法で一方的に給与が下げられるなんて！許せない！

④「食事と放射能～わかると食べられる～」 助言者；太田 美登里先生（太田クリニック）

→ 東京電力福島第一原発から漏れ出した放射能。

何をどのくらい食べると私たちの身体に影響があるのか？

⑤「ハンセン病について」 助言者；白川 恵介先生（さぬき中央小学校）、

酒井 光雄さん（ハンセン病問題を考える市民の会事務局長）

→ ハンセン療養所問題

ドキュメンタリー映画「風の舞」上映後意見交換

集会の成功に向

け、皆様のご協力

をよろしくお願い

致します！！


